
                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

古
屋
市
「
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋

錦
」
で
開
催
予
定
多
数
の
参
加

を
要
請
。
最
後
に
、
役
員
改
選

が
行
わ
れ
佐
藤
県
支
部
会
長

が
再
選
さ
れ
、
総
会
が
終
了
し

ま
し
た
。
総
会
参
加
者
に
は
、

公
認
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
シ

ー
ル
と
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ス
テ
ッ
カ

ー
（
三
枚
組
）
が
進
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

来
年
の
総
会
は
、
金
ヶ
崎
町

の
千
貫
石
温
泉
に
て
開
催
予

定
で
す
の
で
、
多
く
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。 

(
報
告･

青
名
畑) 
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平

成

18
年

6
月

3
日

（
土
）
、
日
本
ス
キ
ー
パ
ト
ロ

ー
ル
協
議
会
岩
手
県
支
部
平

成
18
年
度
総
会
が
、
八
幡
平

市
安
比
高
原
「
安
比
グ
ラ
ン

ド
ア
ネ
ッ
ク
ス
Ⅰ
」
で
、
県

内
の
会
員
23
名
の
参
加
で

15
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

総
会
は
、
山
本
副
理
事
長

の
開
会
で
始
ま
り
、
佐
藤
県

支
部
会
長
の
挨
拶
で
は
、

「
県
内
ス
キ
ー
客
に
つ
い
て

1992
年
の
372
万
人
が
ピ
ー
ク

で
14
年
連
続
減
、
対
前
年
比

－9.2
％
の
129
万
人
で
あ
る
」
と

の
報
告
。
来
賓
の
岩
手
県
ス

キ
ー
連
盟
三
浦
明
夫
理
事
及

び
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
佐
藤

圭
一
支
配
人
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
き
、
盛
岡
市
の
本
宮
秀
孝

さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、
議

事
が
進
行
し
ま
し
た
。
事
務

局
よ
り
、
平
成
17
年
度
事

業
・
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年

度
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
も
、
満
場
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
総
会
が
9
月
2
日

〜
3
日
に
か
け
て
愛
知
県
名
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総
会
終
了
後
、
県
立
軽
米

病
院
副
院
長
葛
西
敏
史
先
生

よ
り
、
新
し
い
創
傷
治
療
「
消

毒
と
ガ
ー
ゼ
」
の
撲
滅
を
目

指
し
て
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
い
な
が
ら
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。
閉
鎖
療
法
の
メ

リ
ッ
ト
、
創
傷
被
覆
材
の
種

類
（
外
傷
治
療
に
使
え
る
も

の
）
等
今
後
の
活
動
に
役
立

つ
内
容
で
、
貴
重
な
講
話
を

頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

18
時
よ
り
、
懇
親
会
が
各

地
の
地
酒
を
持
ち
よ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
出
席
の
一
戸
会
長
並

び
に
秋
田
県
支
部
の
田
口
専

門
委
員
も
参
加
し
て
親
交
を

深
め
ま
し
た
。
情
報
交
換
等

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
２
次
会

は
、
場
所
を
移
し
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
夜
遅
く
ま
で
交

流
し
ま
し
た
。
当
日
、
安
比

高
原
で
花
火
の
打
ち
上
げ
が

有
り
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

懇
親
会
に
際
し
、
沢
山
の
地

酒
を
頂
き
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
翌
日
は
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
ゴ
ル
フ
に

分
か
れ
て
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

日本ｽｷｰﾊﾟﾄﾛｰﾙ協議会岩手県支部役員 
役職   氏 名    所属/名称 

名誉顧問 菊池 隆  県連教育本部長 

顧  問 千葉 純司 花巻市スキー協会 
顧  問 箱石 勝見 県ﾄﾞｸﾀｰﾊﾟﾄ会長 
会  長 佐藤 安美 北上市スキー協会 
副 会 長     長野 隆行 盛岡市スキー協会 
副 会 長     立花 圭介 西根町スキー協会 
理 事 長     遠藤 正  盛岡市スキー協会 
副理事長 山本 行男 安代町スキー協会 
理  事 佐藤 朗  盛岡市スキー協会 
理  事 鹿糠 律子 盛岡市スキー協会 
理  事 沢口 忠夫 一戸町スキー協会 
理  事 木村 博  花巻市スキー協会 
理  事 千田 義一 江刺市スキー協会 
理  事 菅原 健  金ヶ崎町ｽｷｰ 協会 
理  事 青名畑幸彦 葛巻町スキー協会 
理  事 千葉 寿夫 衣川村スキー協会 
理  事 及川 力  江刺市スキー協会 
監  事 高橋 秀幸 湯田町スキー協会 
監  事 西舘 忍  一戸町スキー協会 

総
会
前
13
時
よ
り
、
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
、
「
安
比
グ
ラ
ン

ド
ア
ネ
ッ
ク
ス
Ⅲ
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
理
事
長

の
開
会
で
始
ま
り
、
一
戸
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
佐
藤
県

支
部
会
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

一.

各
県
支
部
活
動
の
紹
介
と

報
告
等
、
二.

全
国
総
会
参
加

の
取
り
組
み
、
三.

来
年
の
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
地
、

以
上
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
。 

ＮＯ1 
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平
成
１８
年
９
月
２
日
（
土
）
か

ら
３
日
（
日
）
、
第
３５
回
日
本
ス

キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
総
会

が
、
愛
知
県
名
古
屋
市
「
ア
パ
ホ

テ
ル
名
古
屋
錦
」
４
Ｆ
伊
吹
で
全

国
の
会
員
、
北
は
青
森
県
か
ら
南

は
徳
島
県
の
、
総
勢
１０３
名
の
参
加

（
岩
手
県
支
部
参
加
７
名
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
１
日
（
金
）
い
わ
て
沼
宮

内
駅
で
、
一
戸
町
西
舘
忍
さ
ん
と

待
ち
合
わ
せ
し
花
巻
空
港
へ
。
空

港
で
、
奥
州
市
及
川
力
さ
ん
、
盛

岡
市
遠
藤
正
さ
ん
、
一
戸
町
沢
口

忠
夫
さ
ん
と
合
流
し
９
時
３０
分

発
で
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ

ア
）
へ
飛
び
ま
し
た
。
中
部
国
際

空
港
に
到
着
後
、
青
森
県
の
一
戸

会
長
、
富
波
さ
ん
、
川
村
さ
ん
３

名
と
１２
時
に
待
ち
合
わ
せ
の
為
、

空
港
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
３
名

と
合
流
し
昼
食
は
、
空
港
内
ス
カ

イ
タ
ウ
ン
４
Ｆ
ち
ょ
う
ち
ん
横
丁

食
事
処
宮
亭
で
、
名
古
屋
名
物
「
味

噌
か
つ
丼
」
を
い
た
だ
き
、
昼
食

後
名
古
屋
港
に
移
動
し
南
極
観
測

船
「
ふ
じ
」
及
び
、
南
極
博
物
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
ふ
じ
は
、
昭

和
４０
年
（
一
九
六
五
）
３
月
１８
日

進
水
し
、
同
年
１１
月
２０
日
第
７

次
南
極
観
測
支
援
と
し
て
処
女
航

海
し
、
昭
和
５８
年
４
月
２
０
日
任

務
を
「
し
ら
せ
」
に
引
き
継
ぎ
現

役
を
退
き
ま
し
た
。
１
日
の
宿
泊

先
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
愛
知
県
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
）
へ
移
動
し
１６
時

か
ら
遠
藤
理
事
長
は
、
全
国
理
事

会
に
出
席
。
夕
食
時
に
佐
藤
安
美

会
長
と
、
西
和
賀
町
高
橋
秀
幸
さ

ん
が
合
流
し
、
岩
手
県
支
部
７
名

が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。 

 

９
月
２
日
（
土
）
午
前
は
、
名

古
屋
港
水
族
館
と
名
古
屋
城
を
見

学
。
名
古
屋
港
水
族
館
で
は
、
北

館
（
大
型
海
洋
哺
乳
動
物
の
観

察
）
、
南
館
（
日
本
か
ら
南
極
ま
で

の
海
域
生
物
の
展
示
・
観
察
）
及

び
１１
時
４５
分
か
ら
の
イ
ル
カ
シ

ョ
ウ
ー
を
見
学
。
名
古
屋
城
は
、

徳
川
家
康
が
慶
長
１４
年
（
一
六
〇

九
）
築
城
し
、
７
階
は
展
望
室
に

な
っ
て
い
ま
す
。
清
正
石
及
び
、

天
守
閣
の
金
鯱
（
北
側
が
オ
ス
、

南
側
が
メ
ス
）
を
見
学
し
、
全
員

で
記
念
撮
影
後
、
昼
食
は
名
物
き

し
め
ん
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１４

時
か
ら
の
地
区
幹
事
会
出
席
の
た

め
、
佐
藤
会
長
と
遠
藤
理
事
長
は

一
足
先
に
ホ
テ
ル
へ
移
動
。
１
５

時
か
ら
の
総
会
出
席
の
た
め
、
全

員
で
ホ
テ
ル
へ
移
動
し
ま
し
た
。 

 
総
会
は
、
一
戸
会
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
議
長
に
は
愛
知
県
連
安

対
部
長
の
小
椋
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。
事

業
及
び
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

（
案
）
等
各
議
題
が
提
案
さ
れ
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
、
期
日
３
月
１０
日
か
ら
１１
日

開
催
の
、
公
認
パ
ト
ロ
ー
ル
研
修

会
（
第
２
会
場
）
青
森
県
八
甲
田

国
際
ス
キ
ー
場
で
は
、
バ
ッ
ク
カ

ン
ト
リ
ー
に
対
応
し
た
ビ
ー
コ

ン
、
プ
ロ
ー
ブ
（
ゾ
ン
デ
）
等
の

講
習
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
参
加
し
て

み
て
は
如
何
で
す
か
。 

来
年
の
総
会
は
、
埼
玉
県
比
企

郡
吉
見
町
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・

ハ
イ
ツ
よ
し
み
」
に
て
開
催
予
定

で
す
の
で
、
多
く
の
仲
間
と
参
加

し
ま
し
ょ
う
。 

特
別
講
演 

市
野
聖
治
氏
よ
り 

総
会
終
了
後
１６
時
か
ら
市
野

聖
治
氏
（
１３
期
、
愛
知
教
育
大
学

教
授
、
Ｓ
Ａ
Ｊ
教
育
本
部
プ
ロ
モ

ー
ト
委
員
会
委
員
長
）
の
「
パ
ト

ロ
ー
ル
の
た
め
の
最
新
ス
キ
ー
技

術
論
」
、
別
題
「
武
蔵
と
ス
キ
ー
」

（
重
力
に
つ
い
て
）
の
特
別
講
演

を
拝
聴
し
、
全
員
で
記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。 

 

１８
時
よ
り
、
懇
親
会
が
各
地
の

地
酒
を
持
ち
よ
り
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
各
県
支
部
が
壇
上
に
登
壇
し
、

県
支
部
の
紹
介
を
し
、
親
交
を
深

め
ま
し
た
。
２０
時
か
ら
の
２
次
会

で
は
、
遠
山
洋
子
（
岐
阜
県
出
身
）

の
歌
謡
シ
ョ
ウ
ー
（
歌 

石
割
桜
）

が
開
催
さ
れ
、
情
報
交
換
等
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

 

９
月
３
日
（
日
）
４
名
（
遠
藤
、

西
舘
、
沢
口
、
青
名
畑
）
で
、
伊

勢
市
に
移
動
し
神
宮
を
参
拝
し
ま

し
た
。
午
前
は
、
豊
受
大
神
宮
・

外
宮
を
参
拝
。
御
正
殿
は
、
天
照

大
神
の
食
事
を
司
る
神
の
豊
受
大

神
を
ま
つ
り
、
衣
食
住
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
守
り
神
で
す
。

昼
食
は
、
伊
勢
う
ど
ん
を
い
た
だ

き
午
後
は
、
岩
戸
屋
の
ガ
イ
ド
付

き
で
皇
大
神
宮
・
内
宮
を
参
拝
。

宇
治
橋
は
、
神
宮
の
表
玄
関
で
２０

年
ご
と
に
架
け
か
え
ら
れ
、
五
十

鈴
川
御
手
洗
場
（
い
す
ず
が
わ
み

た
ら
し
）
は
、
参
拝
す
る
前
に
心

身
を
清
め
る
場
所
で
す
。
御
正
宮

は
、
皇
室
の
ご
祖
神
天
照
大
神
を

ま
つ
り
、
わ
が
国
で
最
も
尊
い
お

宮
で
す
。
神
宮
の
敷
地
は
、
伊
勢

市
総
面
積
の
１
／
３
を
占
め
る
広

大
な
敷
地
な
そ
う
で
す
。
3
日
の

宿
泊
先
「
鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
汀
館
」
に
移
動
し
、
夕
食
は
伊

勢
え
び
な
ど
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
鳥
羽
は
、
ミ
キ
モ
ト
真

珠
島
（
御
木
本
幸
吉
が
世
界
で
最

初
に
真
珠
養
殖
を
成
功
さ
せ
た

島
）
及
び
、
三
島
由
紀
夫
の
小
説

「
潮
騒
」
の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

 

９
月
４
日
（
月
）
午
前
は
、
御

塩
田
神
社
と
二
見
興
玉
神
社
を
参

拝
し
ま
し
た
。
夫
婦
岩
（
縁
結
び
、

夫
婦
円
満
）
及
び
、
ふ
れ
あ
い
水

族
館
二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
）
を
見
学
し
、
午
後

は
津
市
（
な
ぎ
さ
ま
ち
）
に
移
動

し
、
高
速
船
カ
ト
レ
ア
（
運
航
時

間
４０
分
）
で
、
中
部
国
際
空
港
へ

移
動
し
１７
時
１０
分
発
空
路
で
花

巻
空
港
へ
。
１８
時
２５
分
花
巻
に

到
着
し
、
解
散
し
各
自
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。 

 
ＳＡＪ教育本部速報 

･パト研修会 八甲田(青森県) 3/10-11 
･パト検定会 八甲田(青森県) 3/9-11 
･パト競技会 瀬女(石川県) 3/24-25 
･指導員検定 オニコーベ(宮城県) 2/16-18 
･県連､ﾊﾟﾄ指導員研修会理論(雫石)12/3 
･県連､ﾊﾟﾄ指導員研修会実技(雫石)12/16-17 
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